
攪拌＝混ぜる かき回すのではなく混ぜ込むという事です。

丸缶編丸缶編丸缶編丸缶編

・まず、蓋の周りのほこりやゴミを取り除きます

・棒の先端についてる固まりが沈殿した顔料です。

・これが消えるまで、下から上に塗料を持ち上げる様に

　卵を混ぜる要領で混ぜます。

・缶の底をこそいで固まりが無くなるまで攪拌してください。

出来れば機械を使用するのが一番です、刷毛製造メーカーよりインパクトドライバーに取り付け

て使用するものも販売されています。

が・・・・なかなかそこまでは・・・・・

では、手攪拌の仕方のコツを紹介しますのでがんばって攪拌しましょう！！

慣れれば数分で攪拌できる様になります。

・次に撹拌棒で缶の底をこそいで沈殿を確認します。

混ぜたのに・・・・いえいえ、くるくるかき回しただけでは塗料は簡単に混ざりません。

攪拌攪拌攪拌攪拌（かくはん）（かくはん）（かくはん）（かくはん）

例えば、グリーンの調合色があるとすると、この中入っている顔料は白、黒、青、黄です、

シンナーで薄めて使用する塗料というものは、顔料と有機溶剤でできています。

顔料と有機溶剤では顔料のが重いので分離・沈殿してしまいます。

また。顔料も軽い物や重いものがあり、色（原色）によって重さ（比重）がまちまちです。

重い順で並べますと、黄、白、黒、青で、長時間置いておきますと缶の底に黄色、上澄に青さらに

有機溶剤が浮くという事になります。（塗料種により同じ色でも比重が違うため順番は変わります）

これを攪拌せずに使用しますと、最初青が強い緑でしゃびしゃびの塗料で後は薄黄色いドロドロ

の塗料となってしまいます。当然最初塗り始めた色と最後の色が違ったり、注文した色と違ったり

してしまい、一度上澄を出して使用してしまった塗料はいくら攪拌しても元の色や粘度に戻りません。

「塗った色が違う」といったトラブルの原因で一番多いのが攪拌不足です。

では、どうしたら？

撹拌前は 樹脂と顔料

が分離している

缶の底に固まりがある様子



一斗缶編一斗缶編一斗缶編一斗缶編

・缶の口から長い棒を入れて丸缶と同じ様に底をこそぎます。

・しっかりこそいだら棒を取り出し蓋を閉めます。

・缶をひっくり返して前後に強く動かします。画像1

・缶を横にして前後に強く動かします。 画像2

・缶を正常に立てて前後に強く動かします。画像3

・1～3を１セットとして５～１０せっと行い、缶の底の沈殿が無くなれば完了です。

色確認色確認色確認色確認

缶ヒーターを使えば安全で早く温まります。

画像３

冬場に塗料が固い時はお湯に１０分程浸して柔らかくしてから攪拌すると混ざりやすいです。

もしも長期在庫の調色品をご使用の際は、一度店頭までお持ち頂ければサイクロンミキサーに

て攪拌し色確認まで無料でさせていただきます。（当店でご購入商品に限る）

丸缶は蓋の真ん中、一斗缶は天板の角にボッチが

打ってありますので、その横に同じようにボッチを

打ってください。

打った直ぐは色が薄く見えるはずです。

時間をおいて乾いてから見比べてみて同じ色になれ

ば攪拌できています。

もし色が違う場合はご連絡、もしくはお持ちください、

直ちに調査いたします。

ワンポイントワンポイントワンポイントワンポイント
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